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(57)【要約】
【課題】コネクタ受け内部への水分等の浸入を防止する
ことができ、電気的な安全性が確保されると共に、プロ
セッサ装置内の回路動作の不具合も生じないようにする
。
【解決手段】例えば、プロセッサ装置１０の電気コネク
タ接続前では、コネクタ受け１８ａ，１８ｂに対するキ
ャップ１５の装着は可、電気コネクタ１６ｂの差込みは
不可となり、キャップ１５の装着時に、電気コネクタ１
６ｂの接続が可となるように構成するコネクタ受け差込
構造と、上記キャップ１５に装着操作に基づく装着コネ
クタ受け１８ａの後退に対応して未装着コネクタ受け１
８ｂを前進させ、このコネクタ受け１８ｂに電気コネク
タ１６ｂを接続可能な状態にするコネクタ受け移動機構
とを設ける。また、使用する電子内視鏡の電気コネクタ
を該当するコネクタ受けに接続すれば、これに連動して
使用しない電子内視鏡の他のコネクタ受け部の開口がシ
ャッタで閉じられるようにしてもよい。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各種の電子内視鏡の電気コネクタが接続可能となるように、映像処理のためのプロセッ
サ装置に複数のコネクタ受けを配置すると共に、使用しないコネクタ受けにキャップを装
着する電子内視鏡装置において、
　上記電気コネクタの接続前に、上記コネクタ受けに対する上記キャップの装着は可、上
記電気コネクタの差込みは不可となり、上記キャップの装着時に、上記電気コネクタの接
続が可となるように構成するコネクタ受け差込み構造と、
　上記キャップの装着操作に基づく装着コネクタ受けの移動に対応して未装着コネクタ受
けを移動させ、この未装着コネクタ受けに上記電気コネクタを接続可能な状態にするコネ
クタ受け移動機構と、を設けたことを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】
　上記コネクタ受け差込み構造は、上記コネクタ受けを配置する筐体パネルの開口に上記
キャップが挿入可となるパネル開口形状及びキャップ外形、及び上記筐体パネルの開口に
電気コネクタが挿入不可となるパネル開口形状及びコネクタ外形とし、
　上記コネクタ受け移動機構は、上記コネクタ受け側に設けたラックとピニオンを組み合
わせ、キャップ装着時に装着コネクタ受けを後退させ、この装着コネクタ受けの後退動作
に連動して未装着コネクタ受けを前進させ筐体パネルから露出させることを特徴とする請
求項１記載の電子内視鏡装置。
【請求項３】
　各種の電子内視鏡の電気コネクタが接続可能となるように、映像処理のためのプロセッ
サ装置に複数のコネクタ受けを配置すると共に、使用しないコネクタ受けにキャップを装
着する電子内視鏡装置において、
　上記複数のコネクタ受けをコネクタ受け組付体として一体に形成すると共に、これら複
数のコネクタ受けを配置する筐体パネルのそれぞれの開口に、該開口を塞ぐためのシャッ
タを開閉可能に設け、
　上記電気コネクタの差込み操作により上記コネクタ受け組付体を上記筐体パネル内へ後
退させ、上記電気コネクタの取外し時に上記コネクタ受け組付体を前進させ、そのコネク
タ受けを上記筐体パネルから露出させるコネクタ受け組付体移動機構と、
　このコネクタ受け組付体移動機構により上記コネクタ受け組付体が前進位置にあるとき
、上記シャッタの全てを開状態とし、上記コネクタ受け組付体が後退位置にあるとき、未
接続コネクタ受けに配置されているシャッタを閉状態にするシャッタ開閉機構と、を設け
たことを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項４】
　上記コネクタ受け組付体移動機構は、前後移動可能に取り付けたコネクタ受け組付体を
前進方向へ付勢する付勢部材と、上記電気コネクタの差込み操作で後退位置に移動したコ
ネクタ受け組付体を固定状態にするロック機構とを有し、
　上記シャッタ開閉機構は、上記コネクタ受け組付体に一体に取り付けられ、上記シャッ
タを開閉位置へ案内するためのガイド部材と、上記シャッタに取り付けた回転部材とを有
し、この回転部材を上記ガイド部材で移動させることにより、上記シャッタの開閉を行う
ようにしたことを特徴とする請求項３記載の電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電子内視鏡装置、特に固体撮像素子等の異なる各種の電子内視鏡をプロセッサ
装置で使用可能にするため、各種の電子内視鏡のコネクタを接続する複数のコネクタ受け
を設けたプロセッサ装置のコネクタ受け部分及びコネクタの構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡装置では、照明された被観察体が電子内視鏡（スコープ）の先端部に搭載さ
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れた例えば固体撮像素子であるＣＣＤ（Charge Coupled Device）で撮像され、このＣＣ
Ｄからの撮像信号をプロセッサ装置へ供給し、このプロセッサ装置にて所定の信号処理を
施すことにより、消化器官等の被観察体画像がモニタに表示される。そして、この種の電
子内視鏡装置では、固体撮像素子の種類や撮像方式の異なる複数の電子内視鏡がプロセッ
サ装置に接続できるように構成される。
【０００３】
　図７には、従来の電子内視鏡装置の構成が示されており、図７（Ａ）に示されるように
、例えばＡタイプの電子内視鏡１Ａは、プロセッサ装置２に対し、光学コネクタ３と角形
の電気コネクタ４ａを接続する。この光学コネクタ３は、光源光を照明光として電子内視
鏡１Ａ内へ供給するためのライトガイドをプロセッサ装置２へ接続し、上記電気コネクタ
４ａは、電子内視鏡１Ａに搭載されたＣＣＤ等で得られた映像信号等を主に伝送する信号
線をプロセッサ装置２へ接続するために設けられる。
【０００４】
　また、図７（Ｂ）に示されるように、例えばＢタイプの電子内視鏡１Ｂは、プロセッサ
装置２に対し、光学コネクタ３と丸形の電気コネクタ５ａが接続される。一方、プロセッ
サ装置２では、Ａタイプ電子内視鏡１Ａの角形の電気コネクタ４ａに適合する角形のコネ
クタ受け４ｂと、Ｂタイプ電子内視鏡１Ｂの丸形の電気コネクタ５ａに適合する丸形のコ
ネクタ受け５ｂが設けられる。即ち、従来例では、電子内視鏡１Ａ，１Ｂの２種類に対応
して２つのコネクタ受け４ｂ，５ｂが設けられており、ＡタイプとＢタイプとで電気コネ
クタ４ａ，５ａの形状を変えることより、間違ったコネクタ接続をなくしながら、各タイ
プの電子内視鏡１Ａ，１Ｂに適合した映像処理等が実行できるようになっている。
【特許文献１】特開平９－３０８６０６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、従来の電子内視鏡装置では、上記特許文献１でも指摘されているように、電
子内視鏡１Ａ，１Ｂの両方がプロセッサ装置２にコネクタ接続されると、映像信号の混在
により映像が乱れるという不都合があり、また図７（Ａ），（Ｂ）のように、コネクタ受
け４ｂ，５ｂの一方に接続しているとき、他方が露出状態となっていると、装置使用時に
水分等がコネクタ受け４ｂ，５ｂの内部へ浸入し、電気的な安全性が低下すると共に、プ
ロセッサ装置２内の回路動作にも不具合が生じる場合がある。
【０００６】
　そこで、従来では、上記コネクタ受け４ｂ，５ｂにキャップを着脱自在に取り付けると
共に、電気的な検知手段を設け、この検知手段にてキャップの取付け状態を判定し、キャ
ップが確実に装着されたときに、電子内視鏡の使用が可能となるように構成することが行
われる。
【０００７】
　しかしながら、キャップに装着状態の検知手段を設ける場合は、キャップに検知のため
の各種接点、ピン等を配置するだけでなく、検知回路及び制御回路も必要となり、キャッ
プの構造及び回路構成が複雑になるという問題がある。
【０００８】
　また、上記特許文献１のようにコネクタ接続規制手段を設けることも行われるが、この
場合は、複数の電子内視鏡１Ａ，１Ｂの両方を接続することは回避できるが、使用されな
いコネクタ受け（４ｂ，５ｂ）が露出状態にあり、水分等が浸入し、電気的な安全性が低
下する等の不都合がある。
【０００９】
　本発明は上記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、キャップに装着検知の
ための接点、ピンを配置したり、検知回路及び制御回路を設けたりすることなく、キャッ
プの装着が確実に行われ、また使用するコネクタ受けに対し電気コネクタが接続された時
、使用していないコネクタ受けが確実に閉塞状態に設定され、これによってコネクタ受け
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内部への水分等の浸入を防止することができ、電気的な安全性が確保されると共に、プロ
セッサ装置内の回路動作の不具合も生じることのない電子内視鏡装置を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、各種の電子内視鏡の電気コネクタが接
続可能となるように、映像処理のためのプロセッサ装置に複数のコネクタ受けを配置する
と共に、使用しないコネクタ受けにキャップを装着する電子内視鏡装置において、上記電
気コネクタの接続前に、上記コネクタ受けに対する上記キャップの装着は可、上記電気コ
ネクタの差込みは不可となり、上記キャップの装着時に、上記電気コネクタの接続が可と
なるように構成するコネクタ受け差込み構造と、上記キャップの装着操作に基づく装着コ
ネクタ受けの移動に対応して未装着コネクタ受けを移動させ、この未装着コネクタ受けに
上記電気コネクタを接続可能な状態にするコネクタ受け移動機構と、を設けたことを特徴
とする。
　請求項２の発明に係る上記コネクタ受け差込み構造は、上記コネクタ受けを配置する筐
体パネルの開口に上記キャップが挿入可となるパネル開口形状及びキャップ外形、及び上
記筐体パネルの開口に電気コネクタが挿入不可となるパネル開口形状及びコネクタ外形と
し、上記コネクタ受け移動機構は、上記コネクタ受け側に設けたラックとピニオンを組み
合わせ、キャップ装着時に装着コネクタ受けを（各コネクタ受けが面一に並ぶ基準位置か
ら）後退させ、この装着コネクタ受けの後退動作に連動して未装着コネクタ受けを（基準
位置から）前進させ筐体パネルから露出させることを特徴とする。
【００１１】
　請求項３に係る発明は、各種の電子内視鏡の電気コネクタが接続可能となるように、映
像処理のためのプロセッサ装置に複数のコネクタ受けを配置すると共に、使用しないコネ
クタ受けにキャップを装着する電子内視鏡装置において、上記複数のコネクタ受けをコネ
クタ受け組付体（集合体）として一体に形成すると共に、これら複数のコネクタ受けを配
置する筐体パネルのそれぞれの開口（差込み部開口）に、該開口を塞ぐためのシャッタを
開閉可能に設け、上記電気コネクタの差込み操作により上記コネクタ受け組付体を上記筐
体パネル内へ後退させ、上記電気コネクタの取外し時に上記コネクタ受け組付体を前進さ
せ、そのコネクタ受けを上記筐体パネルから露出させるコネクタ受け組付体移動機構と、
このコネクタ受け組付体移動機構により上記コネクタ受け組付体が前進位置にあるとき、
上記シャッタの全てを開状態とし、上記コネクタ受け組付体が後退位置にあるとき、未接
続コネクタ受けに配置されているシャッタを閉状態にするシャッタ開閉機構と、を設けた
ことを特徴とする。
　請求項４の発明に係る上記コネクタ受け組付体移動機構は、前後移動可能に取り付けた
コネクタ受け組付体を前進方向へ付勢する付勢部材と、上記電気コネクタの差込み操作で
後退位置に移動したコネクタ受け組付体を固定状態にするロック機構とを有し、上記シャ
ッタ開閉機構は、上記コネクタ受け組付体に一体に取り付けられ、上記シャッタを開閉位
置へ案内するためのガイド部材と、上記シャッタに取り付けた回転部材とを有し、この回
転部材を上記ガイド部材で移動させることにより、上記シャッタの開閉を行うようにした
ことを特徴とする。
【００１２】
　上記請求項１及び２の構成によれば、例えば一方（不使用）のコネクタ受けにキャップ
を装着すると、その装着の押し込み動作により一方のコネクタ受けが後退し、この後退移
動に連動して他方（使用）のコネクタ受けが前進して筐体パネルから外部へ露出する状態
まで移動し、この他方のコネクタ受けに電子内視鏡の電気コネクタが接続できる状態とな
る。
【００１３】
　上記請求項３及び４の構成によれば、例えば一方（使用）のコネクタ受けに電気コネク
タを接続すると、その接続の押し込み動作によりコネクタ受け組付体が後退し、この後退
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移動に連動して他方（不使用、未接続）のコネクタ受けの筐体パネル開口がシャッタで閉
鎖され、このコネクタ受けには、電気コネクタが接続できない状態となる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の請求項１及び２の電子内視鏡装置によれば、キャップに装着検知のための接点
、ピンを配置したり、検知回路及び制御回路を設けたりすることなく、キャップの装着が
確実に行われ、また請求項３及び４の電子内視鏡装置によれば、使用するコネクタ受けに
対し電気コネクタが接続された時、使用していないコネクタ受けが確実に閉塞状態に設定
される。その結果、コネクタ受け内部への水分等の浸入が防止され、電気的な安全性が確
保されると共に、プロセッサ装置内の回路動作に不具合が生じることもないという効果が
ある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　図１乃至図４には、第１実施例に係る電子内視鏡装置の構成が示されており、この第１
実施例は、使用しないコネクタ受けへのキャップの装着により、使用するコネクタ受けへ
の電気コネクタの接続が可能になるようにしたものである。図１及び図２には、電子内視
鏡装置のプロセッサ装置１０のコネクタ受け部の構成、図４には、プロセッサ装置１０の
全体図が示されており、このプロセッサ装置１０には、図７でも説明したように、例えば
Ａタイプ及びＢタイプの電子内視鏡（１Ａ，１Ｂ）の光学コネクタ１２を接続するための
コネクタ受け部１３が配置されるが、この第１実施例では、Ａタイプ電子内視鏡用のキャ
ップ１５を装着し、Ｂタイプ電子内視鏡１Ｂの丸形電気コネクタ１６ｂを接続する場合を
説明する。なお、実施例のプロセッサ装置１０では、光源部が内蔵されているが、光源装
置が別体で設けられているものもある。
【００１６】
　図１及び図２に示されるように、プロセッサ装置１０には、Ａタイプの電子内視鏡の角
形電気コネクタ（１６ａ）を接続するために、角形コネクタ受け１８ａを有し前後移動可
能に構成された第１コネクタ受け部１９ａが設けられると共に、Ｂタイプの電子内視鏡１
Ｂの丸形電気コネクタ１６ｂを接続するために、丸形コネクタ受け１８ｂを有し前後移動
可能に構成された第２コネクタ受け部１９ｂが設けられる。また、プロセッサ装置１０の
筐体の前面パネル２３には、上記第１コネクタ受け部１９ａと第２コネクタ受け部１９ｂ
のそれぞれが通過（挿入、貫通）できる開口２３Ｋ１，２３Ｋ２が開けられ、これら第１
及び第２のコネクタ受け部１９ａ，１９ｂは、前面パネル２３から外側へ突出できるよう
に構成される。
【００１７】
　更に、この第１コネクタ受け部１９ａにラック２１ａ、第２コネクタ受け部１９ｂにラ
ック２１ｂが設けられ、これらラック２１ａと２１ｂが噛み合うようにピニオン２２が配
置されており、上記コネクタ受け部１９ａ，１９ｂの一方がプロセッサ装置１０の内部へ
後退すれば、他方が前面パネル２３から突出するように前進する。
【００１８】
　図３には、電気コネクタと上記前面パネルのコネクタ受け部開口との関係が示されてお
り、図３（Ａ），（Ｂ）に示されるように、Ａタイプ電子内視鏡用の角型電気コネクタ１
６ａには、前面パネル２３の開口２３Ｋ１への通過を阻止するための突起２５ａが設けら
れ、図３（Ｃ），（Ｄ）に示されるように、Ｂタイプ電子内視鏡用の丸型電気コネクタ１
６ｂにも、前面パネル２３の開口２３Ｋ２への通過を阻止するための突起２５ｂが設けら
れる。一方、上述したＡタイプ電子内視鏡用のキャップ１５は、上記電気コネクタ１６ａ
と同様に角形となるが、上記開口２３Ｋ１を通過する大きさとされ、またＢタイプ電子内
視鏡用のキャップも、電気コネクタ１６ｂと同様の丸形で、上記開口２３Ｋ２を通過する
大きさに形成される。
【００１９】
　従って、第１実施例では、図２のように、各コネクタ受け１８ａ，１８ｂを面一に並べ
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た基準位置において、これらコネクタ受け１８ａ（１８ｂ）にキャップ１５の差込みはで
きるが、電気コネクタ１６ａ（１６ｂ）の差込みはできないことになる。なお、図３（Ａ
）に示されるように、角形電気コネクタ１６ａの横幅（又は／及び縦幅）を開口２３Ｋ１

の幅よりも大きくし、また図３（Ｃ）に示されるように、丸形電気コネクタ１６ｂの外周
幅（直径）を開口２３Ｋ１よりも大きくすることで、電気コネクタ１６ａ，１６ｂの差込
みができないようにすることもできる。
【００２０】
　また、実施例のキャップ１５には、装着・取付け状態を固定するロック機構が設けられ
る。即ち、図１（Ｂ），図２に示されるように、キャップ１５の側面に、該側面から出し
入れ（突出、退避）自在となる係止爪２６が設けられ、この係止爪２６は突出状態に付勢
されると共に、この係止爪２６に連結され、該係止爪２６を出し入れするための押し操作
部２７が取り付けられる。一方、前面パネル２３の裏側（又は筐体支持部等）に、上記係
止爪２６を係止させる係止部２８が設けられる。従って、この操作部２７を内側へ押すこ
とにより、係止爪２６を退避させてロック解除等を行い、操作部２７を離すことにより、
係止爪２６を突出させ係止部２８へ係止してロックすることができ、このロックにより、
キャップ１５だけでなく、第１及び第２のコネクタ受け部１９ａ，１９ｂをプロセッサ装
置１０の筐体支持部に対して固定状態にすることができる。なお、Ｂタイプ電子内視鏡用
の丸形キャップにおいても、同様にロック機構が採用され、この場合は、例えば上下部等
に係止部材が配置される。
【００２１】
　このような第１実施例によれば、例えば図２の状態から、キャップ１５を前面パネル２
３の開口２３Ｋ１を介して角形コネクタ受け１８ａに差し込めば、図１（Ｂ）のように、
丸型コネクタ受け１８ｂが突出する状態となる。即ち、キャップ１５を（操作部２７を押
しながら又はそのまま）差し込むと、第１コネクタ受け部１９ａが後退し、この後退に連
動したラック２１ａ、ピニオン２２、ラック２１ｂの動作で、第１コネクタ受け部１９ｂ
が前進し、丸型コネクタ受け１８ｂが前面パネル２３（の開口２３Ｋ２）から外部へ突出
する。そして、係止爪２６が係止部２８へ係止することにより、キャップ１５、第１及び
第２のコネクタ受け部１９ａ，１９ｂが固定状態となり、このとき、突出している丸形コ
ネクタ受け１８ｂに、Ｂタイプ電子内視鏡１Ｂの電気コネクタ１６ｂを差し込むことがで
きる。
【００２２】
　以上のことは、Ｂタイプの電子内視鏡用のキャップを装着し、Ａタイプの電子内視鏡の
角形電気コネクタを接続する場合も同様であり、第１実施例では、キャップの装着により
電気コネクタの接続が可能な状態となり、これによって、電気的検知手段に頼ることなく
、キャップの装着を確実に行うことができ、コネクタ受け内部への水分等の浸入が良好に
防止される。
【００２３】
　なお、第１実施例において、キャップ（１５等）が装着されないときで、コネクタ受け
１８ａ，１８ｂが図２の基準位置になく、一方が突出する位置に配置される場合もあるが
、このときに電気コネクタ１６ａ，１６ｂを差し込もうとしても、第１コネクタ受け部１
９ａ又は第２コネクタ受け部１９ｂは後退して基準位置に戻るので、このコネクタ１６ａ
，１６ｂのみの差込みは不可能となる。
【００２４】
　図５及び図６には、第２実施例に係る電子内視鏡装置のプロセッサ装置の構成が示され
ており、この第２実施例は、使用するコネクタ受けへの電気コネクタの接続により、使用
しないコネクタ受け部開口がシャッタで閉じるようにしたものである。この第２実施例で
は、Ａタイプの電子内視鏡の電気コネクタ３２を接続する場合を説明し、光源コネクタに
関する説明は省略する。
【００２５】
　図５において、プロセッサ装置３０の前面パネル３１には、Ａタイプ電子内視鏡の角形
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電気コネクタ３２を挿入（貫通）できる開口３１Ｋ１と、Ｂタイプ電子内視鏡の丸形電気
コネクタを挿入（貫通）できる開口３１Ｋ２が設けられる。また、上記角形電気コネクタ
３２のコネクタ受け３３ａと丸形電気コネクタのコネクタ受け３３ｂの両方は、コネクタ
受け組付体３４として一体的に形成され、このコネクタ受け組付体３４が図５の前進位置
から図６の後退位置まで移動可能に案内部材等で配置される。このコネクタ受け組付体３
４は、スプリング、バネ等の付勢部材３５で前進方向へ付勢される。
【００２６】
図５（Ａ），（Ｂ）に示されるように、上記電気コネクタ３２には、係止爪３７及び操作
部３８を有するロック機構が設けられており、このロック機構は、第１実施例で説明した
ものと同様に、操作部３８の押し操作で係止爪３７をコネクタ側面から出し入れ（突出、
退避）自在となる。一方、前面パネル３１の裏側（又は筐体支持部等）に、上記係止爪３
７を係止させる係止部３９が設けられる。従って、電気コネクタ３２の操作部３８を内側
へ押すことにより、係止爪３７を退避させてロック解除等を行い、操作部３８を離すこと
により、係止爪３７を突出させ上記係止部３９へ係止してロックすることができ、このロ
ックにより、電気コネクタ３２とコネクタ受け組付体３４をプロセッサ装置３０の筐体支
持部に対して固定状態にすることができる。なお、Ｂタイプ電子内視鏡用の丸形電気コネ
クタにおいても、同様のロック機構を採用することになる。
【００２７】
　一方、図５（Ｂ），（Ｃ）に示されるように、上記前面パネル３１の一方の開口３１Ｋ

１（例えばその裏側）に第１シャッタ４１、他方の開口３１Ｋ２（例えばその裏側）に第
２シャッタ４２が上下動可能に取り付けられると共に、コネクタ受け組付体３４には各シ
ャッタ４１，４２の上下動の案内、即ち開閉位置への案内をするガイド面（カム面）を有
するガイド部材４３，４４が設けられる。
【００２８】
　このような第２実施例によれば、図５（Ａ）に示されるように、コネクタ未接続時にお
けるコネクタ受け組付体３４は、付勢部材３５によって前面パネル３１側へ付勢され、前
進位置に載置されており、この状態から、例えばＡタイプ電子内視鏡の電気コネクタ３２
がコネクタ受け３３ａに差し込まれると、図６（Ａ）に示されるように、コネクタ受け組
付体３４は、付勢部材３５の付勢力に抗して後退位置へ移動する。そして、この電気コネ
クタ３２の係止爪３７が係止部３９に係止することにより、電気コネクタ３２とコネクタ
受け組付体３４が固定状態にロックされる。
【００２９】
　また、上記コネクタ受け組付体３４の後退位置への移動中に、図６（Ｂ）に示されるよ
うに、左側の第１シャッタ４１はガイド部材４３のガイド面に案内され、この結果、差し
込まれた角形電気コネクタ３２の上面で停止、保持され、一方、図６（Ｃ）に示されるよ
うに、右側の第２シャッタ４２はガイド部材４４のガイド面に案内され、この第２シャッ
タ４２によって丸形電気コネクタ用の開口３１Ｋ２が閉じられる。
【００３０】
　以上のことは、丸形電気コネクタをコネクタ受け３３ｂへ接続する場合も同様であり、
第２実施例では、使用する電子内視鏡の電気コネクタを該当するコネクタ受け（３３ａ，
３３ｂ）に接続すれば、これに連動して使用しない電子内視鏡の他のコネクタ受け部開口
（３１Ｋ１，３１Ｋ２）がシャッタ（４１，４２）で閉じられることになる。従って、電
気コネクタの接続動作だけで、使用しないコネクタ受けが確実に閉塞状態となり、コネク
タ受け内部への水分等の浸入が良好に防止される。
【００３１】
　なお、上記第１及び第２実施例では、接続できるコネクタ受けが２つの場合を説明した
が、コネクタ受けが３つ以上配置される場合にも適用することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の第１実施例に係る電子内視鏡装置のプロセッサ装置の構成を示し、図（
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Ａ）は正面図、図（Ｂ）はキャップを装着したときの図（Ａ）のＢ－Ｂ線切断図である。
【図２】図１（Ｂ）においてキャップを装着する前の図である。
【図３】第１実施例の電気コネクタの形状を、コネクタ受け部の前面パネル開口との関係
で示したもので、図（Ａ）は角形コネクタの正面図、図（Ｂ）は図（Ａ）の上面図、図（
Ｃ）は丸形コネクタの正面図、図（Ｄ）は図（Ｃ）の上面図である。
【図４】第１実施例のプロセッサ装置の全体を示す斜視図である。
【図５】第２実施例に係るプロセッサ装置の構成を示し、図（Ａ）は図（Ｄ）のＡ－Ａ線
切断図、図（Ｂ）は図（Ａ）の左側部分の側面断面図、図（Ｃ）は図（Ａ）の右側部分の
側面断面図、図（Ｄ）はプロセッサ装置の正面図である。
【図６】図５の構成において電気コネクタを接続したときの状態を示し、図（Ａ）は図５
（Ｄ）のＡ－Ａ線切断図、図（Ｂ）は図（Ａ）の左側部分の側面断面図、図（Ｃ）は図（
Ａ）の右側部分の側面断面図である。
【図７】従来の電子内視鏡装置の構成を示し、図（Ａ）はＡタイプの電子内視鏡を用いた
ときの図、図（Ｂ）はＢタイプの電子内視鏡を用いたときの図である。
【符号の説明】
【００３３】
　１Ａ…Ａタイプの電子内視鏡、　１Ｂ…Ｂタイプの電子内視鏡、
　２，１０，３０…プロセッサ装置、
　４ａ，５ａ，１６ａ，１６ｂ，３２…電気コネクタ、
　４ｂ，５ｂ，１８ａ，１８ｂ，３３ａ，３３ｂ…コネクタ受け、
　１９ａ…第１コネクタ受け部、　１９ｂ…第２コネクタ受け部、
　２１ａ，２１ｂ…ラック、　　　２２…ピニオン、
　２３，３１…筐体前面パネル、
　２３Ｋ１，２３Ｋ２，３１Ｋ１，３１Ｋ２…開口、
　２６，３７…係止爪、　　　　　２８，３９…係止部、
　３４…コネクタ受け組付体、　　４１…第１シャッタ、
　４２…第２シャッタ、　　　　　４３，４４…ガイド部材。
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